
高齢者入所施設の事故データ調査 

～転倒事故の起きやすい 朝の危険な 5 時間～ 

 株式会社エスアールエムは京都で 30 年に渡り保険代理店として保険の販売に携わっていま

す。一般的な生命保険、損害保険だけではなく、特定の業界に特化した、特色のある保険にも

取り組んできました。 

特に、福祉事業を行う事業所が、事業の内容に応じて必要なプランを選択していただく福祉

事業者総合補償制度「まごころワイド」は多くの高齢・障害・地域の事業所様にご利用いただ

いております。2022 年度では 1000 を超える団体様にご加入いただいております。 

さて、2022 年は団塊の世代が 75 歳に到達し始める年であり、福祉分野においては「2022 年

危機」と呼ばれることのある年でもあります。少子高齢化が深刻化していく中で、福祉施設の

担う役割は一段と大きくなるでしょう。 

そのような時機にあって、私たちはこれまで扱ってきた、高齢者入所施設での多くの事故に

ついて集計を進めました。どのような場面で、どのような事故が起きるのかという傾向を知る

ことで、事故を予防することが可能であると考えているからです。 

本リリースが福祉事業を行う方の事故予防に資することができれば幸いです。 

調査概要  

調査方法： 社内データの集計 

調査対象：福祉の保険『まごころワイド』で取り扱った事故の内、2019 年 4 月～2021 年 3 月

に掛けて高齢者の入所施設で発生した傷害事故（173 件） 

調査主体：〒604-8151 京都市中京区蛸薬師通烏丸西入橋弁慶町 227 第 12 長谷ビル 6F-A 

株式会社 エスアールエム 福祉の保険 係 今村・新谷 

TEL：075-255-0883 FAX:075-255-0882 

  



 

全体の事故件数のうち、最も多い事故は『転倒・転落事故』  

 

全 173 件の事故の内、126 件（73％）が転倒・転落を原因とする事故でした。どのような状況

で転倒・転落事故が起きているのかを知るために、より詳細な分析を行いました。 

転倒・転落事故の詳細 -事故の起きた時間帯  
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転倒・転落事故の起きた時間帯
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転倒・転落事故の起きた時間帯を見てみると、11 時に起きた事故が最も多く、次いで 6 時、16

時という結果になりました。これについて、入居施設の一日のスケジュールと照らして考える

と、以下のような状況が考えられます。 

・11 時：朝食後、入浴やレクリエーションなどを行う自由時間となります。そのため、利用者

の方の多くが自由に動き回る時間帯であると考えられます。 

・6 時：起床前の時間帯。早く目を覚ました利用者の方が動き始める時間帯であると考えられ

ます。 

・16 時：11 時と同様の自由時間です。また、職員の方が申し送りやミーティング等で一か所

に集まる時間帯でもあります。 

特に、6 時～11 時にかけての 5 時間で発生する転倒・転落事故は全体の約 4 割を占めており、

危険度の高い時間帯であると考えられます。 

転倒・転落事故の詳細 -転倒の発生状況・要因 /受傷者の状況 /発生場所  

それでは、実際にどのような場面で転倒・転落事故が発生しているのでしょうか。転倒・転落

事故に条件を絞り、事故の詳細をまとめました。 

  

転倒・転落事故の状況として最も多かったのが「歩行時の転倒」でした。次いで、ベッドや椅

子などを使用していた状況での事故発生が多いようです。 
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転倒・転落の発生要因の多くは「足を滑らせた」ものによるものでした。先ほどの事故の発生

状況のグラフと合わせて考えると、歩行時や椅子・ベッドからの立ち上がり時に足を滑らせて

転倒した事故が多いのだと考えられます。 

 

また、事故時に受傷者がどのような状況であったかについては「一人でいた」が最多になって

います。前述の発生状況・要因のデータと統合すると、利用者の方が一人でいるときに移動や

起き上がりのために動こうとしたタイミングでの事故が多いのだと見受けられます。 
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転倒・転落事故の詳細 -発生場所  

  

事故の発生場所としては「居室」が最多となりました。入居施設であることから、利用者の方

の生活の拠点となる箇所での事故が多いのだと考えられます。 

まとめ  

・高齢者入所施設での事故は、人の動きがある時間帯に、自室から移動しようとする利用者の

方が足を滑らせて発生する転倒・転落事故が多いと考えられる。 

・転倒の内容に関して見ても、歩行時の転倒が最も多く、次いでベッドからの立ち上がり時や

椅子からの立ち上がり時の転倒など、今いる場所から動こうとする時に事故が発生しやすいこ

とが見て取れる。 

 

お問い合わせ先  

〒604-8151 京都市中京区蛸薬師通烏丸西入橋弁慶町 227 第 12 長谷ビル 6F-A 

株式会社 エスアールエム 福祉の保険 係 今村・新谷 

TEL：075-255-0883 FAX:075-255-0882 
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